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　The　tea−1eaf　saponins 　and 　water ・soluble　pectin　in　a　green　tea　infusioll　were 　determined．　A 　solid・

phase　extraction 　column （Sep・Pak　C18　cartridge ）was 　used 　for　separadng 　the　infusion　into　three　com −

ponents．　Two 　milhliters 　of　infusion　were 　injected　into　the　column 　and 　eluted 　with 　8　ml 　of 　distiUed　water

to　 recover 　 the　fraction　 cQntaining 　 water −soluble 　pectin ，　 In　 the　 next 　 step ，　 the　fraction　 containing

catechins 　was 　eluted 　from　the　column 　with 　15　ml 　of　20％ methyl 　alcohol　in　distilled　water ，　and 　then　t駐e
fraction　colltaining　tea−leaf　saponins 　was 　eluted 　with 　5　ml 　of　80％ methyl 　alcohohn 　dlstilled　water ．　The
tea−leaf　saponins 　and 　water ・soLuble 　pectin　in　the 　individual　fractions　were 　respectively 　determined　by

the　phenol−sulfuric　acid 　and 　carbazole −sulfuric　acid　methods ．　ln　the　various 　green　tea　infusions，　the　tea−

leaf　saponin 　concentration 　of 　Gyokuro　was 　much 　higher　than 　those 　of 　Matcha ，　Sencha，　Hojicha　and
Bancha ．　The　water ・soluble　pectin　content 　in　the　infusions　of　Gyokuro　and 　Matcha　was 　much 　more 　than

those　of　Sencha，　Hojicha　and 　Bancha，
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水溶性ペ クチ

　 1．緒　　言

　緑茶浸 出液 に は カテ キ ン 類，カ フ ェ イ ン ，茶葉サポ

ニ ン ，水溶性 ペ ク チ ン な どの機能性成分 が含 まれ，特

に カ テ キ ン 類は抗酸化作用，抗 ガ ン 作用，血 中 コ レス

テ ロ ー
ル 低下作用 ，抗菌作用な ど の 生理機能

D
が知 ら

れ て い る，他の 緑茶成分の 中で は t カ フ ェ イ ン の覚醒

作用及び利尿作用
2〕

，ペ ク チ ン の水溶性食物繊維成分

と して の 血 中 コ レ ス テ ロ ー
ル 低下作用

3 ）
が明らか に さ

れ て い る．近年 ， 茶葉サポ ニ ン 混合物 （以後，茶葉サ

ポ ニ ン とする）の抗菌作用
’）

，抗炎症作用
4 〕

，血圧低

下作用
5）

，好 中球活性化作用
6 ｝

， 抗ア レ ル ギ
ー

効果
7 ）

が報告さ れ た ．また，茶葉サ ポ ニ ン は抹茶 の 泡立 ち性

の向上
8｝

に 関連 して お り，嗜好面 で の 寄与 も大 きい 成

分 で ある ．緑茶浸出液中 の カ テ キ ン 類とカ フ ェ イ ン は

液体ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

法 に よ り容易 に定量 で き る た

め ，緑茶浸 出液 （飲料 ）中 の それ ら の含量 に つ い て は

多くの 報 告
9 ）
’L2〕

が ある．一
方，茶葉サ ポ ニ ン はそ の

簡便 な定量法が確立 され て い ない ため，緑茶飲料中の

茶葉サポ ニ ン 含量に つ い て は報告が ない ．また ，水溶

性 ペ ク チ ン 含量 に つ い て の 報告
L’a）

も少ない ．抹茶 の 泡

立 ち性に は茶葉サポ ニ ン と水溶性ペ ク チ ン が大 きく寄

与す る とい う報告が あ る
剛 ．そ こ で 本研究 で は

， 抹茶

を含め た各種緑茶浸 出液中の 茶葉サ ポ ニ ン と水溶性ペ

クチ ン含量 の測定を試みた．測定法は，固相抽出カ ラ

ム を用い て緑茶浸出液成分を分画 した後，分別 した画

分を用 い て茶葉サ ポ ニ ン と水溶性 ペ クチ ン を各々 定量

する方法 で ある．

　2．実験方法

　（1） 標準試薬，試料お よ び茶葉サ ポ ニ ン の 調製

　 （一）一エ ピカ テ キ ン （EC ），（一）一エ ピガ ロ カ テ キ ン

（EGC ），（一）一エ ピカ テ キ ン ガ レ
ー

ト （ECG ），（
一
）
一

エ ピガ ロ カ テ キ ン ガ レ
ー

ト （EGCG ）は フ ナ コ シ株式

会社の 研究用試薬 を，D一α 一ガ ラ ク ツ ロ ン 酸 はナ カ ラ イ
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Table　1。　 Green　tea　samples 　and 　infusion　conditions

Infusing　condition
　 　 　 　 　 　 　 Price
G 「een

　
tea

（，，n ／1。。，）
Am ・un ・・f

　　　　　　　　　　　　tea　leaves（9）

　 Volume　of　　　 Temp ．　of　　 Infusing
hot　water （ml ）　hot　water （℃＞　time （s）

Matcha　（A｝

Matcha 　（B｝

Gyokuro（A）

Gyokuro（B）
Sencha（A ）

Sencha｛B）

BanchaHojicha

2，500岨

1，800
判

4，0002
．0001
，00G300

　 150

　280

0．650
．65101032

．32
．32

．3

50506060100100100100858560608010010010D10摩210
寧 2120120100303030

． 1
　Price　of 　Tencha．

’
　
2
　Stirring　time （min ）．

テ ス ク株式会社の特級試薬 を使用 した．緑茶試料で あ

る玉露 ， 煎茶 ， 番茶 ，
ほ うじ茶は 山口市内の小売店で

購入 した，抹茶は京都府宇治市の   山政小山園か ら

購入 した碾茶を石 臼に て碾い て調製 した．茶葉サポ ニ

ン の抽出および精製 は，緑茶 （碾茶）茶葉 を用い て提

坂ら の方法
4〕

で行 っ た，

　（2） 緑茶浸出液の 調製法

　緑茶試料 8 種の 浸 出条件を Table 　1 に示 し た．こ こ

で は ，通常飲用する場合を想定 し ， 抹茶以外 の 各緑茶

の 浸出条件は茶の い れかた研究会が報告 した方 lii5）を

採用 した，各緑茶 の 浸 出液は浸出時間経過後，直ち に

茶葉を含む浸出液を氷中で 冷却 して室温に戻 し，濾紙

に て 濾過 して 調製 した．

　（3） 緑茶浸出液の 固相抽出 カ ラム に よ る分画 （確定

　　　 した分画法）

　緑茶浸出液 2ml を メ タ ノ ール 5ml と蒸留水 5　ml

で前処理 した固相抽出カラム （Sep−Pak　Plus　C18 カー

ト TJ ッ ジ ：Waters）に注入 し，さらに 蒸留水 8ml を

流 して 蒸留水画分 （水溶性ペ クチ ン 画分）を回収 した．

次 い で 20％ メ タ ノ
ー

ル 水溶 液 15ml を カ ラ ム に流 し

て 20％ メ タ ノ ール水溶液画分 （カテ キ ン 類画 分）を

回収 した後，80％ メ タ ノール水溶液 5ml をカ ラ ム に

通 し て 80％ メ タ ノ
ー

ル 水溶液画分 （茶葉サ ポ ニ ン 画

分）を回収 した．

　  　茶葉サポ ニ ン の 定量法

　固相抽 出 カ ラ ム に て 分 画 した緑茶浸出液の 80％ メ

タノール水溶液画分 （茶葉サポニ ン 画分）をエ バ ボ レー

タ
ー

に て 濃縮乾固後，残渣を蒸留水 4ml に溶解 した ．

調製 した試 料液中の 茶葉サ ポ ニ ン を以下 に 示す フ ェ ノ
ー

ル 硫酸法
h6〕

に て定量 した．試料液 1ml に 5％ フ ェ ノー

ル 水溶液 lml ，濃硫酸 5ml を加 え，80℃で 30分間

処理し た後，室温に戻 した反応 液の 吸光度 （490nm）

を測定 した．検量線作成用 の 標準物質 と して茶葉サ ポ

ニ ン水溶液 （0〜200μg／ml ）を用 い た．

　  　水溶性 ペ ク チ ン の 定量法

　固相抽出 カラム にて分 画 した蒸留水画分 （水溶性ペ

ク チ ン 画分）を蒸留水で 10ml に定容 した ．試料液中

の 水溶性 ペ クチ ン をカ ル バ ゾール硫酸法
L1〕

に て定量 し

た，す なわ ち試料th　O．8　ml に 4M ス ル ホ ン酸 0．1ml

と 1M ほ う酸 0，ユm1 を加 えて 混合後，濃硫酸 5ml を

加えて 沸騰水中で 6 分 30秒 間放置した．室温 に戻 し

た反応液に 0．2％ カ ル バ ゾール ／エ タ ノ
ー

ル 液 を 0．2

ml 加え て撹拌 し，再び沸騰水中 で 10 分間放置 し た．

室温 で 30分間放冷した後，525nm の 吸光度 を測定 し

た，検量線作成用 の 標準物質 と し て D一α 一ガ ラ ク ツ ロ

ン酸水溶液 （0〜100μg／ml ）を用 い た．

　〔6） カ テ キ ン 類の 液体 ク ロ マ トグ ラ フ （HPLC ）

　　　分析

　20％ メ タノ
ー

ル 水溶 液画分 （カ テ キ ン類画分） と

80％ メ タ ノール水溶液画分 （茶葉サポニ ン 画分）を各々

エ バ ボ レー
タ
ーに て 濃縮乾固後，残渣を蒸留水 2ml

に溶解 して試料液と した．試料液 1ml に ア セ トニ ト

リル 1ml を加 えた混合液を メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ ー

（O．45ym ）に通 し，そ の 内の 5μ1を HPLC に注入 し

た ．カ テ キ ン 類 の 検出 の た め の HPLC 分析条件 は前

報
1B＞

に従 っ た ．

　3．実験結果お よび考察

（1） 緑茶浸出液 中 の 茶葉サ ポ ニ ン 含量測定の た め の

　　　予備的検討

　緑茶あ る い は 生茶葉 か ら茶葉 サ ポ ニ ン を抽出 し，そ

の収量 か ら求め られ た茶葉 サ ポ ニ ン に は ，緑茶 （乾燥

70 （958）
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茶葉）に は 0．ユ％ ’g＞
，生茶葉 に は O．07％ （乾燥茶葉当

た りは 0．3％ ）
4）

含まれ る と報告さ れ て い る ．こ れ ら

の 報告は，茶葉サ ポ ニ ン の 性質や構造決定 の 目的 で 行

われ て お り，大量 の茶葉を用 い て有機溶媒に よる抽出，

脂溶性成分 の 除去 ， 析出，液／液分配 ，濃縮、乾燥 な

どの操作を経て茶葉サポ ニ ン が抽出 され て い る．従 っ

て ，上記の 収量 か ら求めた茶葉サポニ ン 量 は，抽出操

作に よ る損失を考慮する と
， そ の 含量よ りも少な く見

積 もられ て い る可能性があ る．一
方，緑茶浸 出液す な

わち緑茶飲料中の茶葉サ ポ ニ ン 含量 に つ い て は報告が

な い ．茶葉サ ポ ニ ン の 生理機能
4F7 ）

お よ び抹茶泡立

ち性 へ の 寄与
Sl

を考えると，緑茶飲料中 の 茶葉サポ ニ

ン 含量を簡易に測定で きる方法の確立 は重要である．

　茶サポニ ン の 簡易定量法として，茶種子 サ ポ ニ ン混

合物 を測定 した向井 らの 報告
ビω

がある．すなわち，茶

種子の 80％ メ タ ノ ール抽出液 1ml を固相抽出カ ラ ム

（Sep−Pak　C18カ ー
トリ ッ ジ）に 通 し，次 い で 抽出液

中の 夾雑物 （カテ キ ン 類，カ フ ェ イ ン 他）の 除去の た

め に，10ml の 蒸留水 を流 した後，カ ラ ム に保持 され

た 茶 葉 サ ポ ニ ン を 80％ メ タ ノ ー
ル 水溶液 5ml で 溶出

させ る．フ ェ ノ
ー

ル 硫酸法すなわち茶葉サポ ニ ン の糖

部分 を発色させ る方法に て溶出液中の茶葉サ ポ ニ ン を

定量する．こ の 方法にて緑茶浸出液の 茶葉サポ ニ ン の

定量 を試みた と こ ろ，カ テ キ ン 類お よび カ フ ェ イ ン が

蒸留水で の 溶出処理後で も固相抽出カ ラ ム に保持され ，

次 の 80％ メ タ ノ ール水溶液溶出画分 （茶葉 サポ ニ ン

画分 ）に 溶出 され る こ とが認 め られた．こ の こ とは こ

こ に は示 して い な い が HPLC に て 確認 し た．そ こ で

茶葉サ ポ ニ ン 画分 に溶出され た カ テ キ ン 類お よ び カ フ ェ

イ ン が フ ェ ノ
ー

ル 硫酸法に て発色するか どうか に つ い

て 標準物質を用 い て 検討 した と こ ろ ，カ フ ェ イ ン

（0．14mg ／ml ）は 発色 し な か っ た が
，

カ テ キ ン 類 で 最

も多 く緑茶 に存在す る EGCG 水溶液 （0，20　mg ／ml ）

の吸光度は 0．119 とな っ た，緑茶の種類，浸出条件 に

よ り異なる が，緑茶浸出液には カ テキ ン 類 が 1mg ／ml

前後は含まれ て い るの で ，茶葉サ ポニ ン 画分に カテ キ

ン 類が存在す る と大 きな定量誤差 となる ．向井ら の報

告
zo

で は，用 い た試料は 80％ メ タ ノ ー
ル 水溶液 で あ

る た め に ，試料液添加お よ び 蒸留水溶出操作 に よ りカ

テ キ ン 類は カ ラ ム か ら溶出 さ れ，フ ェ ノ ー
ル 硫酸法 に

よ る茶葉サ ポ ニ ン の 定量に は 問題 は なか っ た．そ こ で

向井らの 種子サ ポニ ン 簡易定量法を緑茶浸 出液に も適

用 で きる よ うに 改良す る こ と を試みた．
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Fig．1．　 Amounts 　 of　EGCG 　 and 　 tea−leaf　 saponins

　　　　 eluted 　by　various 　concentrations 　of 　methyl

　 　 　 　 alcohol 　in　distilled　water

A ：EGCG ，　B ：tea−leaf　saponins ，贐 飃 absorbance ，一●−

eluted 　arnount ．

　（2｝ 固相抽 出 カ ラ ム にお ける EGCG お よび茶葉 サ

　　　ポ ニ ン の メ タ ノ ール 濃度に よ る溶出性

　 まず初め に EGCG お よ び茶葉サ ポ ニ ン の 固相抽出

カ ラ ム に おけるメ タノ
ー

ル 濃度 に よる溶出性 に つ い て

検討 した，EGCG 水溶液 （0．4mg ／ml ）また は茶葉サ

ポ ニ ン水溶液 （0．1mg ／ml ） の 2m1 を固相抽出 カ ラ

ム に 注入，次 い で 蒸留水 8ml を流 した後，5％ か ら 80

％ まで の各メ タ ノ ール水溶液 15m1 を段階的に流し た，

各溶出液をエ バ ボ レータ ー
にて 濃縮乾固後，蒸留水 2

ml に溶解 した試料液 1ml を フ ェ ノ
ー

ル硫酸法に て発

色させた．カ ラ ム に保持 され た EGCG は 10％ メ タ ノー

ル 水溶液か ら 20％ メ タ ノー
ル 水溶液 まで の 溶出 で約

95％が溶 出された （Fig．1）．一
方，茶葉サ ポ ニ ン は 15

％ メ タ ノ
ー

ル 水溶液 まで は 溶 出 され ず，20％ メ タ ノ
ー

ル 水溶 液 で わ ず か に （添加量 の 3％ 以 下 ）溶出 し，次

い で 25％ か ら 80％ メ タ ノ ール水溶液溶出まで で全量

が 溶 出 さ れ た ．こ れ ら の 結果 か ら 20％ メ タ ノ ール 水

溶液で EGCG を溶出 し，次 い で 80％ メ タ ノ ー
ル 水溶

液で茶葉サ ポ ニ ン を溶出する こ とに よ り両成分 は 分画
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で きる可能性が認め ら れ た．

　次 に，カラ ム に試料液 2ml 次い で 8ml の蒸留水を

通 した後，20％ メ タ ノ ール 水溶液 の み で EGCG を溶

出 させ る 液量に つ い て 検討 し た （Fig．2）．20％ メ タ

ノ
ー

ル 水溶 液を 10ml 用 い る と，　 EGCG の 回収率は

92％ で あっ たが，15m1 または 20　ml 流す と EGCG は

98％以上 が 溶出回収 され た．…
方，茶葉サポ ニ ン は

20％ メ タ ノ
ー

ル 水溶 液を 10mi 流 す と 2．5％ ，15　ml

で は 3．3％ ，20ml で は 4．5％が溶出 された （Fig．2）．

カ ラ ム に保持さ れ た EGCG の 除去 と茶葉サポ ニ ン の

保持か ら考えると，20％ メ タ ノ ール水溶液 を 15ml 使

用する の が最も望 ましい と判断 される．

　（3） 固相 抽 出 カ ラ ム に お ける EGC ，　 ECG お よび

　　　EC の溶出性

　緑茶 の 主 要カ テ キ ン 類は EGCG ，　 EGC ，　 ECG お よ

びEC の 4種で あ り， 緑茶の種類等に よ り多少異な る

が ，EGCG が最 も多 く全 体 の 50〜60％ を占め ，次い

で EGC ，
　 ECG ，

　 EC の順で多 く含まれ る
2D
．そ こ で 先

に検討 した EGCG 以外 の カ テ キ ン類 で ある EGC ，

ECG お よ び EC の 20％ メ タ ノ
ー

ル 水溶液 15　ml で の

溶出状況に つ い て，先 と同様 の 方法 で 検討 した ，EGC

と EC で は EGCG （Fig．2） と 同様に 20％ メ タ ノ ール

水溶液 15ml で ほ ぼ 全 量が溶出 され た が ，　 ECG は約

300／・ が 溶出さ れ なか っ た （Fig，3），こ こ に は 示 して

い な い が ，カ ラ ム に保持された ECG は 茶葉サ ポ ニ ン

溶出 の た め の 80％ メ タ ノ ール 水溶液 5ml で 溶出 さ れ

た． しか し，EGCG や EGC と比 較 して ECG は 元 々

茶葉 に含 まれ る 量 が少な く
ZU ）
，浸出液 中の 濃度 も低

O
　 EGCG 　　　 EGC 　　　　 ［…C　　　　ECG

Amounts 　of　EGCG ．　EGC ，　EC 　and 　ECG 　eluted

by　15　ml 　of　20％ methyl 　alcohol　in　distiLled

water
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Fig．4．　 HPLC 　chromatograms 　of　catechins 　in　a　green

　　　 tea 〔matcha ｝infusion

A ： fraction　 eluted 　 with 　 20％ methyl 　alcohol　in　 distnled

water 〔catechin 　fraction｝，　B ： fraction　 eluted 　 with 　80％
methyl 　alcohol　in　distmed　water （tea−1eaf　saponin 　fraction）．

い
2D

こ とか ら，また 発色強度も茶葉サポ ニ ン に 比 べ て

約 1／6 と低か っ た こ と か ら，ECG が 茶葉 サ ポ ニ ン 画

分に混入 して も茶葉サ ポ ニ ン の 定量に 及ぼ す影響 は 小
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Table　2． Contents　of　tea−leaf　saponins 　and 　water −soiuble 　pect正n 　in　the

green 　tea　infusions

Tea−leaf　saponins Water−soluble 　pectin
Green　teamg

／100　ml （9／1009 ） mg ／100　ml 　　 （g／100　g）

Matcha（A）　　 27．0± 0．4
Matcha （B）　　 22．9± O．4

Gyokuro （A ｝　　 58．4± 6．3
Gyokuro （B）　　 86．2± 2，1

Sencha （A ）　　　 31．9± 2．O

Sencha〔B）　　　 2L2 ± 1．6

Bancha　　　　　　 5．9±0，1

Hojicha　　　　　　　l5．8士 0．3

（2，08± 0．03＞

（1．76± 0．03）

（0．35± 0．03）

（0．52± 0．01）

（LO7± 0．07）

（0．92± 0．07）

（G．25±0．01）

（0．69± 0．02）

25．4± 0．8　　　（1．96± 0．06）
34．8± ユ．5　　　　（2．68± 0．11）

29，2± O．9　　　　（0．18± 0．01）
43．3± 1．0　　　（ ．26± 0，01）

7．6± 1．D　　　〔0．26± 0．03）
8．6：ヒ0．2　　　（0．37± 0．01）
3．4± 0，2　　　（O．15±0）
5．4± O．3　　　　（O．24± 0，02）

Each　 value 　is　the　 mean ± standard 　deviation　of　triplicate　determinations．
The　values 　in　parentheses　are　the　contents 　of 　tea−leaf　saponins 　or 　water −

soluble　pectin　infused　from　tea 且eaves 〔gflOO　g　of 　tea　leaves｝．

さい もの と考え られ る．

　  　緑茶 （抹茶 ）浸出液 の カ テ キ ン 類 画分 と茶葉サ

　　　 ポニ ン 画分 の HPLC 分析

　 こ れ まで の 標準物質で検討 し た分画条件 （実験方法

参照）で 抹茶浸出液の分画を試み た ．抹茶浸 出液 の

20％ メ タ ノ
ー

ル 水溶液画分 （カ テ キ ン 類画分） と 80

％ メ タノ ール 水溶液画分 （茶葉サ ポニ ン 画分）を回収

し，両画分 を HPLC に て 分析 した ，そ の 結果 ，カ テ

キ ン 類 画分 に は EGCG ，　 EGC ，　 ECG お よび EC の 各

カ テ キ ン とカ フ ェ イ ン が存在 して い たが ，茶葉サ ポ ニ

ン 画分に は ECG 以外の カ テ キ ン 類は認め られ なか っ

た （Fig．4），以 上 によ り，カ テ キ ン 類 の メ タ ノ
ー

ル

濃度 に よる溶出挙動が HPLC 法に よ り確認で きた ．

従 っ て ，固相抽出 カ ラ ム に よ る緑 茶浸 出液 中の 茶葉サ

ポ ニ ン の 分離定量が可能 で あ ると考え られ る，

　（5） 緑茶浸出液中の 茶葉サ ポ ニ ン お よ び水溶性 ペ ク

　　　チ ン 含量

　確定 した方法に従 っ て，各種緑茶浸出液中の茶葉サ

ポ ニ ン 含量 を測定 した．また，固相抽出カ ラム に保持

されな い 蒸留水溶出画分（水溶性 ペ クチ ン 画分 ）中 の 水

溶性ペ ク チ ン を カ ル バ ゾ ー
ル 硫酸法に て 定量 し た，そ

の 結果 ， 茶葉サポ ニ ン は玉露浸出液に多 く含 まれ，次

い で 煎茶お よび抹茶 ，ほう じ茶 の 浸出液で あ り，番茶浸

出液が 最 も少なか っ た （Table　2），水溶性ペ ク チ ン は

玉露 と抹 茶すなわち覆下 茶の浸出液に多 く含 まれ る こ

とが認め られた．今回の 浸出液の 調製は通常飲用する

場合 を想定 して ，各 々 Table　1 の 浸 出条件 で 行 っ たが，

茶葉サポ ニ ン と水溶性 ペ ク チ ン 含量は 当然 の こ となが

ら浸出条件 （茶葉 に対す る 湯量 な ど）に よ り変動する ．

　以上 の結果，固相抽出カ ラ ム を用い て カ テ キ ン類と

茶葉サポ ニ ン を分画する こ とに よ り，緑茶浸 出液中 の

茶葉 サ ポ ニ ン を簡易 に定量 で きる こ と が認め られた．

しか し，わずか で あ っ て も ECG の
一

部が茶葉サポ ニ

ン 画分に混入する た め，こ の 点の 改良が今後必要で あ

ると考えられ る，茶葉 には少 な くとも 4 種類の茶葉サ

ポ ニ ン が存在す る こ とが知 られ て お り
23）24）

，最近，そ

の
一

つ の構造が 決定され だ
5｝．今後 ， そ の 他 の 茶葉サ

ポ ニ ン の 構造が 決定 され，さらに HPLC 等 に よる個

別 の 茶葉サポ ニ ン 定量法が開発 され る こ とが 望まれ る．

　4．要　　約

　緑茶浸出液に含 まれ る茶葉サポ ニ ン の簡易定量法に

つ い て 検討した ，

　（1） 緑茶浸 出液中の 茶葉サ ポニ ン をフ ェ ノール 硫酸

法に て 測定する と，共存する カ テ キ ン 類 も発色 し，大 き

な測定誤差が生 じる，そ こ で ，緑茶浸 出液の 茶葉サ ポニ

ン とカテ キ ン 類を固相抽出カ ラ ム で分離 して ，茶葉サ

ポ ニ ン を測定する方法 を検討 した ．標準物質の EGCG

を保持 さ せ た 固相抽 出 カ ラ ム に 20％ メ タ ノ ール 水溶

液 15ml を通す と約 95％ の EGCG が溶出され た ．一

方，カ ラ ム に保持 さ れ た茶葉サ ポ ニ ン は 20％ メ タ ノ
ー

ル 水溶液 工5ml を用 い て も 3％ 以下 しか 溶出 され ず，

80％ メ タノ
ー

ル 水溶液 5ml で完全に溶出 された．

　（2） 緑 茶の 主要カ テ キ ン 類 の 中 で
，
EGCG ，　 EGC

お よび EC は 20％ メ タ ノー
ル 水 溶液 15ml で 95％ 以

上が溶出された が ，ECG は 約 30％が溶 出 されなか っ
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た．しか し，ECG は EGCG ，　 EGC に比 べ て緑茶 に含

まれ る 量 が 少 な い こ と か ら，ま た，発色 強度 も茶葉サ

ポニ ン の約 1／6 と低 い こ と か ら，茶葉サポ ニ ン画分に

ECG が 混入 し て も大 きな測定誤差に は な ら ない と考

えられる．

　（3） 以上 の 検討結果 から，緑茶浸出液の 固相抽出カ

ラ ム に よ る分画は次 の とお りと した ．緑茶浸 出液 2

ml を固相抽出カ ラ ム に注入 し，さら に蒸留水 8ml を

流 して水溶性 ペ クチ ン 画分 （水溶性ペ ク チ ン 定量試料）

を回収 した ．次 い で 20％ メ タ ノ
ー

ル 水溶液 15ml を

カ ラ ム に 通 して カ テ キ ン 類を除去した後，80％ メ タノ
ー

ル水溶液 5ml を通 して 茶葉サ ポ ニ ン 画分 （茶葉サ ポ

ニ ン 定量試料）を回収した．

　（4 ） 回収 した画分を用い て
， 各種緑茶浸出液中 の茶

葉 サ ポ ニ ン を フ ェ ノ ール硫酸法で ，水溶性 ペ クチ ン を

カ ル バ ゾ ー
ル 硫酸法で 定量 した．そ の結果，通常 の 飲

用条件で は，茶葉サ ポニ ン は 玉露に多く，次い で煎茶

お よ び抹茶，ほ うじ茶，番茶 の 順で多く含 まれ て い た、

水溶性ペ クチ ン は玉露と抹茶すなわち覆下茶 に多く含

まれ る こ とが認め られた．

　本研究を行うにあ た り，実験に ご協力い ただ い た竹

下　円さん と久富好美さ ん に感謝 します．なお，本研

究 は ， 平成 9年度〜11年度文部省科 学研究費補助金

基盤研究 （C）（2）研究課題番号 0968003ユに よ っ て行

わ れ た もの で あ る，
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